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１．はじめに 

 熊本市上下水道局では、配水用ポリエチレンパイプシステム協会（以下、POLITEC という。）

と共同で、1997 年 2 月に熊本市内に試験的に布設した水道配水用ポリエチレン管（供用開始後 19
年経過。以下、HPPE 管という。）の掘上調査を行った。以下にその概要を報告する。 
２．掘上調査の概要 

 2.1 掘上調査の目的 

   長期間使用した HPPE 管について、以下の項目を調査した。 

    1) JWWA K 144 に規定する試験を行い、新管と比較して強度低下の有無を確認する。 

         また、耐震性能試験を行い、耐震管として要求される性能を有するかを確認する。 

   2) EF 接合、メカニカル接合及び鋳鉄サドル付分水栓の接続可否を確認し、維持管理が確

実に行えるかを確認する。 

 2.2 調査現場の状況 

① 調査現場   ： 熊本市南区海路口町 

② 呼び径      ： 150mm（1996 年 11 月製造） 

③ 静水圧      ： 0.6MPa（夜間の最大値） 

調査現場は、有明海に面した干拓地であり塩分を含んだ地下

水の水位が高いことから、過去にも既設金属管からの漏水が発

生していた。(写真 1) 

また、掘上調査時も調査現場横にある水路の水位は管路  

埋設深さよりも高く、常時ポンプによる排水が必要であった。

(写真 2)                

2.3 掘上管の状況 

掘上管（溶剤浸透防止スリーブなし）の外観を観察した結果、擦り傷は見られたものの、管体

の性能に悪影響を及ぼすような傷（許容値：管厚の 10%以下）は見られなかった。また、内面

は新管同様に平滑であり、付着物等も見られなかった。(写真 3,4) 
2.4 掘上部の新管への更新 

掘上部は、直線区間の 11m 分に加えて異形管部（フランジ、ベンド等）とその周辺を切断し、

新管への更新を行った。新管は予め地上で EF 継手により接合し、人力により掘削溝への据付け、

メカニカル接合した（直線区間 2 箇所、分岐部 2 箇所の計 4 箇所）。切断から接合までは約 3
時間で行うことができた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
     写真 2 掘上管の状況      写真 3 掘上管の管表面状況  写真 4 掘上管の管内面状況 
３．掘上管の性能確認試験 

 掘上管について、表１及び表２示す性能試験を行なった結果、新管で規定する性能を満足する

ことが確認できた。 

 

 

写真 1 調査現場の状況 

有明海 

掘上位置 

水道配水用ポリエチレン管 埋設管掘上調査（Ⅰ） 



表１ 掘上管の性能確認試験結果（JWWA K 144規定） 

試 験 項 目 試 験 条 件 性  能 試 験 結 果 

引張降伏強さ 管から試験片を作製し、引張

速度 25mm/min で引張る。 

20MPa 以上 24.2MPa 
引張破断伸び 350%以上 777％ 

長期内圧性能 

<内圧ｸﾘｰﾌﾟ性> 

20℃の水中で水圧2.48MPaの

水圧を 100 時間負荷する。 

漏れ、破損があって

はならない。 
漏れ、破損なし。 

80℃の熱水中で水圧 1.08MPa
の水圧を 165 時間負荷する。 

漏れ、破損があっ

てはならない。 
漏れ、破損なし。 

表２ 掘上管の性能確認試験結果（POLITEC 独自基準） 

試 験 項 目 試 験 条 件 性  能 試 験 結 果 

耐震性能その 1 
<高速引張> 

供試管を 10%/s で 

引張る。 

歪み 8%でネッキングや破断等

の異常があってはならない。 

ネッキングや破

断等の異常なし。 

耐震性能その 2 
<管軸方向圧縮> 

供 試 管 を 25mm/min
で圧縮する。 

降伏歪みは約 7～12% 
程度であること。 

降伏歪み 

11.7～11.9% 

耐震性能その 3 
<繰返し伸縮> 

供試管を周波数1Hz で 

歪み±3%の伸縮を 

30 回繰返す。 

破断等の異常がないこと。 破断等異常なし。 

 特に耐震性能について、POLITEC では図 1 に示す通り地震動による許容歪みを 3%、側方流動等

の地盤変状に対する許容歪みを 6%と設定しているが、今回の試験結果では引張・圧縮共にこれら

の許容歪みを十分満足するとことが確認できた（図 2 は高速引張試験結果）。 
HPPEの応力歪み線図 （管軸方向引張試験）
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降伏歪み：8～10％

地盤変状に対する許容歪み：6％

地震動に対する許容歪み：3％

レベル2地震動による
管体歪み：1.624％

ネッキング現象の

開始点歪み15％

歪 み  
     図 1 HPPEの応力―歪み線図         図 2 掘上管の高速引張試験結果 
 掘上調査時には、メカニカル継手が問題なく接続可能なことが確認できたことに加え、別途 EF
接合についても可能なことも確認した。 
 また、鋳鉄サドル付分水栓（呼び径 150×50）の接続確認を行い、水密性に問題ないことを確認

した。更に掘上管に HPPE 管の許容歪みに相当する 3%の引張歪みを与えた状態でも水密性が確保

可能なことも確認した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   写真 5 既設管とのメカニカル接合     写真 6 3%引張後の水圧試験（0.75MPa×1min） 

４．まとめ 

 今回の掘上調査から、埋設管について以下のことが確認できた。 
  1) 引張性能、長期内圧性能（熱間内圧クリープ性）試験結果より、強度の低下は認められな  

       かった。また、高速引張試験などから耐震性能についても新管と同等の性能を有していた。 
  2) 新管と同様に EF 接合、メカニカル接合及び鋳鉄サドル付分水栓の接続が可能であり、維 

       持管理が適切に行えることを確認した。 
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